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概要 
近年，ICT の技術的発展と社会的浸透によって，教育への情報化の推進などの取組が着実に進められつつ
ある．特に Society4.0（情報化社会）から Society5.0 に向けた人材育成は急務といわれている．そのための前
段として携帯型パソコン必携化のような取組は，必要不可欠なものになるだろう．そこで，本稿にて，金沢
































































































おらず，Windows の最新版 OS を中心とするものの，サ
ポートが終了していない範囲で最新版ではないWindows
















る推奨 PC を入学時に購入させていた 6)．近年では，



























表 1 本取組実施の流れ 
実施月 実施内容 
7月 第 1回携帯型パソコン仕様策定委員会開催 


















































Acrobat reader，Google Chrome，Firefox，Media 




































































































＊Microsoft Office 365 一式［Word（文章作成），Excel（表計算），PowerPoint（プレゼンテ
ーション）］が動くこと。Microsoft Office ソフトウェア一式がインストールされていない場
合，セキュリティ点検時に金沢大学の包括ライセンスにより無償で提供します。 
＊Windows の場合Windows 7より前のOS（Windows Vista等）およびWindows10Sは不
可です。 
＊Mac の場合macOS Sierraより前のOSは推奨いたしません。 
＊コンピュータウィルス対策ソフトウェアが稼働していること（Windows では Windows 
Defenderでも可です）。 






































































































































































Academic Integrated Network System）」と名付けられ，その
英名の頭文字をとって，KAINS（カインズ）と呼んでい








































































































































































































学 ID」を設定し 20)，その運用と Shibboleth を利用した
認証基盤となる「金沢大学統合認証システム（KU-SSO：
Kanazawa University Single Sign-On」の構築を開始した 21)． 
この金沢大学 IDは，前述のネットワーク IDとは別の
ID で，金沢大学における主要な ID2 つの内の 1 つであ
り，ネットワーク IDとは異なり，一度与えたら原則変更






















































































































































































































ICT 教育推進室 29)は，もともとは平成 16 年度に採択
された現代 GP の取組によって金沢大学内に作られた組
織「IT 教育推進プログラム」が元になっている．平成 19
年度に ICT 教育推進室となった．平成 20 年度には特別
研究経費取得にあたっての組織改編により，FD に関す
る業務も取込みFD・ICT 教育推進室 30)となった．平成
























した．内，1 科目は SPOC の形で金沢大学の授業に使わ
れている． 
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